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１�はじめに

������������������� ��!"の��#
�$%�&'が

()されて�*�+,は-.の��	に/しての
��
��をさまざまな

0で12してきた3その4なものは����567��	の４�8から６�

8までの
��
��であるが�9:ではその;でもきわめてユニークで�

�<=として�きな>?を@たしているとAわれる67��	６�8の��

BCについての1Dをまとめる3また9:はE��の��FGHIの ��

	
��
�� J ��の����として J!のKLとしてのMNをOつ3

それゆえにE:でPべた��	
��
のQRやSTUにおけるV)づけに

ついてはUWする3

２��������ことの	


67��	の６�8が�に１X��をBCし� 
�でY8がたや�8た

ちにインタビューをする!という�
は������にZ[され�\������も

]めてすでに４Xを^ねた3��8という_`��aにとってはなじみのな

い�bのcdら����もがe�に*	するということで�あるf�ghなi

jとkl�またmnopとqくのrsがあって1tにuっている3v1wX

qくの$xyと�8ボランティアのrsによって12されてきた3

��BCというアイデアが8まれzたのは������の６�8の
��
の

� "��



��にさかのぼる���３クラスの６��はその��	
５��の�に��


�の��へインタビューに�こう
という����を�った��この��

の��についての��は������� �２!６
７ページを"#されたい�$

その５��らが６��になったとき
��の６����から%��	の��

��との&'と()を*ねて
インタビュープロジェクトをもう+	�い


,	は-.ではなく
/0ることなら��に�って12かの��34を5む

��がたと6�さんたちにインタビューさせてもらうことはお7いできない

だろうか8という9し/があった�9し/の�:の;<は�=>え?であっ

たように@Aしているが
3BCもなく��DEがFGとしていたH6-�

���において
3BCがないからこそ�まれIるアイデアとJけKれた�

また��としてもLMの2NOPとして�きくQRできるのではないかとS

われ
��のその9し/を��にTちUってVENな�WXをYえるにZっ

た�

３���までの��

�����	[\
LMQRは�6の]^_`の]でのabづけもあり
��

�cもはっきりしているが
��deを�[fしようとした�����	��は

_`Xをどこの�cにTって�って�[できるのかのg�もなく
H6-h

のiめる.jとそれにkえられる��のVENなXをlmがnり
��の6

��o
また��3p6qr
および3s��の12かの34にtuした�

H6-������はlmと�6v�とで�ってきた.jのwxy
3sB

?や6�のz{��3p|�6の}~とは���きなかかわりがないため


�6の}~の�oというabづけはできず
むしろ�-�が��deに0る

ことと��でYえ
%H6�の��de8という�で�Wすればいいのでは

ないかということになった�ただし
�-�らのdeと�うのは�:にz{

が���にdeしてなんらかの�eをするという��があるので
deの�

�と.jを3}�で6��o��の]で��すること
また�m��が��

� $��



�����の��を��に	
かの��に��
に�もって��に�って�

�を��することにして������の��を���した�

��に�してはなるべく��していただける��が� !に"!しており#

なおかつ$�の%&に'(がない�#ということで�%)のない*+�の,

-を./した�01に	
もの��に��の��に2ったが#ほとんどの�

�がこの34の56と78への9:を;して<さり#��を=>して<さっ

たことは?@にとって	より�Aいことだった�

��の��もBまり#それにCけての６�DのEFGHI�の34がJら

れていった�KL$に�ってEFで$�のMDや�Dにインタビューをしよ

うNOというP�QRSTからのアイデアがUVたちの�でWXされたとき#

YくのUVたちはZ[に\いていた�しかし#６�Dのどのクラスの]から

も� ^がはっきり_えKあそこがL$だOということを;したり#K$�

`のaにL$に�ったことがあるNOというUVがクラスにいたこと#また

���にもL$の�DがEF'bのためにcdP�Qにeていたことなどを

fすうちに#UどもたちのYくがKL$に�ってみたいNOとgいhし#

KL$ijプロジェクトOはklにUVたちにEFGHへのHmをnめるこ

とになったと?@はAくoじた�

pqが��にrるstであるが#������pu#vをwねるたびにYくの

��の��をxてy���されている���azは７{であったり��{であっ

たりするが#１�にk����
ものP�Dがキャンパスにグループごとに|

らばり}２a~Aのa~を�ごすこのGHはP�Dのみならず#ボランティ

アで��する��D#あるいはP�Dのijを�けるTの��にとっても�

�のあふれる���s�になっているのではないかと�われる�

４�������における�	
�としての�
���

L$ijのみならず#P�QのEFGH'bにかかわるqで#またそれp

Lの��GHにおいて�@��が�に�にとめているgF�xの9�のkつ

� ���



はホール�ランゲージである���でいえば���を�かい�	に	けて


�させるのではなく���のもつ�
�な���を�ぶ�という��を��

させるとともに�
��が�いたいと�い��おうとし���に�うことに

よって����を�すという� である�そしてそのためには��の!で"

#な$%�つまりオーセンティックな&'があって����は"#に(われ

ると)*されている�

+２��,-でない.�の/0�,-において�1�を�うオーセンティッ

クな&'というのはごく23されざるを�ず��/456�とてなぜ1�で

やるのか�という76は89:いてくるし�それならば;<の=>で/0?

を@つけてインタビューしてみればいいのではないかとか�６ABでC
D

(に(った�で/0?にインタビューする�ということのほうが��8の!�

で1�を�う�ということになるのではないかという�@もあるかもしれな

い�それらのEにFしてのGHは�IのJ�ではないのでKみLむことをし

ないが�あえて�うならば�MNのOP�&'の>でQどもたちがR>で!

8たり�に/0?にS	の1�がTじるかどうかのためにUをかけることを

,-の!でVめることはできないだろう�またC
D(�のWXYZに[\

で]ている^くの!_���?`aのb
Bが�cじくWXに]ている/0?

をつかまえてインタビューするということが��の!�としての��をどれ

ほどdつのか�また
e,-としてのfghでそれらをどのようにとらえる

かをGえるとこれも76がiる�b
Bの/0�,-では,jに/0?kl

をmえることが^くの!_�オーセンティックな���nの&'になると�

われるが�その�PもM�にはAにopqrであるのがM�である��/4

56�での1�インタビューは.�?,lがstの!_は�1�でなくては

ならない�というu9vにはwけるかもしれないが�xなくとも1�を�え

る!をyzすることによって�Qzたち�?�?が��に1�を�う�Pを

�るとともに�/4で,えている{の/0�にも|することができる!とも

なることが}~された�

� ���



ホールランゲージについてはグッドマン������がどのような��に��

の��が	
になるかを��の��に
けて��しているがその�でも���

���は��の��が�てはまるといえよう�

�����	
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����における��でのインタビューは�かに��のイベントの�で�

われる�� !であり"#どもたちが$ごろ%することのない��&'や�

�(と)れ�う*+である�また,-.までの�� !での/0を 1しつ

つ2たな3�を4えながら"5
の6�したいことを��で7ねられるだけ

の89をし"#:たち5;がそれを(かす<を=ってこそ��する�

ホール>ランゲージを?２���@にABを�ててCべているフリーマン

������はホール>ランゲージのDEを��の７Bにまとめている�
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���に�くぞ�という�FG��(���
�としての !の�H"IJが#
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�たち��に��でき�そのために��な	
��
�����の��を�み�

てていくこと�また��たちが�きたいことを�し�って��の��を�め

ていくこと�グループ��として��していくこと�またインタビュー��

においてすべてを !で�めるのではなく�"!で#をするのか�はっきり

とした$%の&�をつかむこと'�この��におけるさまざまな
�が()

の*+に,てはまるであろう-./のインタビューにおいても !で�けな

いことは01!で�こう�ということで��たちはさらに��への23�ま

た	4を5ろうとする�67を8めていった-

またホール9ランゲージはもともと:;<=を>くデューイの�?をその

@AのB
にしているが�デューイはCDの:;における��についてEF

のようにGべている-

われわれはいつでも��たちがH�しているそのIにHきているので

あって�あるJのIKでHきているのではない-また�われわれはそ

れぞれのLIにおいてそれぞれLMのN�な27をOき�すことによっ

て�PQにおいてRじことをするための��をしているのである-こ

のことこそが�Sい+でTると�UQにVするところの#かになるた

めの��にほかならないのである-
デューイ9WXY�������	
��

このことは()のフリーマンの７つのZ[を\く]い^こさせるとともに�

_`がことaCbにおける !��の.cに,たるI�\くdに]い^こす

ことである-つまりef��Ifの !��の+gとしてhえられることは�

iいIのほうが !のjkをCぶのによいとか�#lも !のmをnりoし

てpでqえるというようなBr?gなst !uvのw>をxかめることよ

りも�LMのその��たちにとってCbuvのyのzでの !��を{した

	:;�がどのような27を|つかをhえることが}~ではないかというこ

とである-

その27において�}��は２つの27のある	:;�を��できる��

であろう-まずBつは !��としての27である-とりもなおさず	 !
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で��してみよう�ということ��がその��を�	
けるわけであるが�

�
というキャパシティーがそれを����なものにさせ���たちに��

を�かせる�もう�つは����を�めたもっと
�での��を�てるとい

う��における !である�"らない�に#うときのマナー�$�であれ%

&や�'づかい��の��をもった()を*べること+を�めた�,の-だ

けでは��できないことを !できる�さらに�うならグループで./しな

がらの01でもあるためその��23を45できる01といえよう�

５�����

6789の:;としては��
<�の=>を?めた@�スケジュールをさ

かのぼるようにしてABのC�01のDEを89�Fする�GHの6789

は����IJGKLMしている89Nである��Oに�
<�は����IJから

PQしたが�����IJの89はおもに�RSがTてたNであったため�いく

つかのUをVWしてGHの89にまとめられた�XなぜこんなにYないBA

でしかC�01をしないのか�というZ�が[まれるかもしれないが�\]

^の��_>の-に�	づけられたC�01はX`abな]c�の�dであ

り�ef\]^においてはI���B>JがC�01として�Fされる�また

その��Bのうちのghにiたる５Bはj�kによってlmされるnRとの0

1があるため�o�に89できるpとしてはAq�ということになる�また

この-でのC�のr�の
dhはsIJの５I[のX^tのu[にC�でイ

ンタビュー�で�Jやっており�それをvいwしさらにxcし�^tではな

く�にwていく�という !のyがりを�zして89された�

67にあたっては]{|}と~�とのティーム�ティーチングが��なd

hを�めるが���たちはすでにsIJまでの01で~�を"っているので

��の89rの１は��]{|}に}せている�=��で�
でどんなこと

を��したいかを�しaい�そこでwてきたt�をおおよそのp�みで２�

３�４q��の89の-に�れる�ゆえにこの２�３�４q��の89とい

� ���



うのは����たちから�てくる��によって�	
�する���たちは


��の����で��した��を�い�しながら����を�えるが���

�しい� や��が�てくるし�その!えがどういうものなのかは"#の$

%ではないので���の!えが&'できない�ということは(らも)*の+

も,-である�その./に��0るだけわかろうとするためにどうしたらい

いか���する12に34な�いをさせないで�インタビューを5けるには

どうしたらいいかという26てを7し/うことも89になる���では��

できないだろうから:;�で<きたい�という��も�くでてくるので��

�での��が=わった>に:;�で��しよう�ということにしてグループ

での?�を@ねていく�

ABの� を?�するためにグループCでの?�DEを�FGれるが�そ

のBにHIJKができる�LMのボランティアをNり�HIOPの２から５

に�たるQ�RのSTにはUVにWXしてもらっている�����はY
Z

[ \��

トピック �ぶ]^や� �_

１
`aはどんなとこ
ろb
cを<きたいb

a�のd9を-り�
cを��したいかを
�える�

２
cを)えています
かb

������	
���
����������

)えている)eをf
ねたりghのiきな
)eをKう�

３ jにkする� 

��� ���� ��	
���� 
� ���

������

��� ����������
��������

�������������

jにkすることをf
ねるDの� とjの
��を-る�

４ .lにkする� 

����������������

�����
���������

������������
����������

������

�����������をmっ
た� を-る�いく
つかのnの]
を-
る�

５
インタビューの
リハーサル

インタビューのop
を?�する�

６ `aq�



の���に��され�しかも３クラス�けての�	になるので�
��にとっ

ては
��いっぱい��されるボランティア��である�それにもかかわら

ず����の
��が���に��たちの��をしてくれている���たち

は !や"#とは$%が&い�いくらか'も(い
��をとても)い�グルー

プ��が*+に�,づいていく%-を"#は./も01した�2345３あ

たりで���たちが67たちの8でさらに9:がスムーズに;くようにハン

ドアウト<=>?@１AをBCする�DE23をしていないとはいえ�FG

HIをJKしながら9:するので���たちはハンドアウトにKかれている

LMをどうNむか�あるO/はPQできる�このハンドアウトをもとにさら

にグループ��でRがどのFGをSうかをきめてインタビューのTれのリハー

サルへとUVしていく�

６�������

WXの１かY�にはZ�[�\において]^�らの_
`Gとaじように

bcdHの*つとしてe
�がf�`Gすることがbcされる�またdgh

と"#とは�ijの%kのlmの%nや��たちのopのqき%nなどをr

sする�３クラスの６��はtクラス８つのグループuvがなされているの

で�ツアーガイドとなるべく
��のボランティアをd�にwx���yる�

zらは{|２}~��に�kし�lm�から~わりの\まで���たちに�

き�って-�を�てくれる�このボランティアの��は��に��で�zら

の��なくしてのスムーズな��はあり�ないであろう�

さていよいよe
�たちが�_にやってくる���たちは��でe
^か

らやってくるが��が����に��し�２}を~えたボランティア
�らが

�まったところで��\いの\<�めの\A�を;う���たちの��があ

いさつを�べたり�LM��で
んだ�を�ったりする�また�_では
�

があいさつに�てくれる���たちにとっては67の
^に�^����が

いるように�_
には�
���がいる�ということがわかるが�その
�

< A��



��のお�ということで��した��ちである�そのあと	
が��な
�

��をした��ボランティアの���らに��たちを�き�す�そのあとは

その���を���としてグループごとにキャンパスの��で��を り�

その�!"#$となる�

�グループに%ず&'は���が

ついてくれるので�(�)の*+た

ちは,に-.が%/なグループに0

1したり�23のクラスのグループ

がどこにいるのかを45しながら�

��たちのインタビューに01した

りしている�

67には���'もの��たちが&8に9:;に1かないように�クラスの

<3は=<��3>をめどに9:;で?@ABにインタビュー��<��3をめ

どにキャンパスツアーで?@�をCてDきながら��らにインタビューとし�

Eりの<3はそのFのパターンを るようにGH6Iしている�

JKこの
は9:;に(��が1ったりLたりするMNで�いくらOP"

はQかにRと-.してもかなりにぎやかな２S>がTりUげられる�Oエレ

ベーターはVわないで２つのWXでP"するRというYZはかなり[\され

ており�67��たちは１Wから７W�８Wまで]^で_け`がるのであと

をついていく��のほうが@aそうなb�にc8もdeした�&'の��の

ところへのfgがhiしないように�Wのj�をみながら��すること�か

ならず&'はklm?の��のとこ

ろへ��することを���にnえて

あるが�oらは6によく��たちの

�pをCてくれる�JK(�)の*

+らがO?@の��さんたちはすば

らしい�qrにstして��たちを

u v��



�けられる�と�をそろえて�っている�

���の	に
くと�がノックするのかを�
しながらなかなかノックで

きずにいる�����だよ��という���の��しでおそるおそるノックし�

��を�って��しながら��に�っていく���� !の"#を$えて��

を%てくる&'たちは()が*る+りどの&'も,-にあふれている��すっ

ごく��したぁ./�と�いつつもその,-が0らの12を34しているの

ではないか�567�897�:しの;<への�=�>き�?�たちが@け

�れてもらえたことへのAB7�それらがCざっての,-であろう�

&'たちは	もってインタビューに�えていただいたおDにとカードをE

FGHしている�そのDIをどのようにJすのがDKなのか�JすときのL

のMきまでNOしているらしい�GHしたすべてのDIのPF�のQ�がた

へのインタビューを$えてしまったが�まだRSが:しあるのでもっとイン

タビューにTきたいがどうしよう�というグループがUVWれる��もっとイン

タビューにTきたい�といいながら�でももうサンキューカードないよ�ととま

どいながらうろうろしているので��カードなくても7XのYZを[わせるので

はないか�と\�]�すると�グルー

プでまた�どうする^どうする^�

と�いながらも�ひとりずつ_�に

`aをしよう�とか�b[)が`a

をしてもう\!おDを�おう�とい

いながら�H*をまとめたあと��

�のドアをノックしている�

cdのインタビューでは&'たち

はどのe#を�が�うかをあらかじ

めfめており�そのghを\�ij

klしてきている�またQ�がたか

らの�えが?�のmっているnoの

p q��



ボキャブラリの�にないかもしれないことも�っている���が���の	


の�� �������������	����
�を
�の��として��の��で�えて

いるが���
らのサポートでところどころ��をしてもらいながら�めた

りしている���のために��いくつかのグループのインタビューの� を

ビデオに!っているが�"#して$%たちが&えてきた'(の)*を+,�

りに-うのが.いっぱいで�/えの01がよくわからないままに2の)*に

�む�3を4る�それらのことが5いわけではないが�6'(768�の	
7

6はじめての�97というさまざまな:;を<えると�そのような�3があっ

ても=>ないだろう�むしろそのような�3が?@あるにもAわらず���

をしBけてCさった	
がたのD0をEFせずにはいられない�

キャンパスツアーで Gたちは�8�HのIJを4たり�KHLの��


のM�をつかまえてもらってインタビューをしたりしてすごす�これもまた

NらにとってはOPQRSであり�8�T�
U��Vの� など�� G

たちのFWPにはいろいろなX4がYかれている�そしてZ�[の\]の	


がたは� Gたちがインタビューをお^いしてもキャンパスで_`う�


のa��としてそれをbったり�c

びd%に��をすることがないこと

にeしてFfされている�

��%のghiでのインタビュー�

��%のキャンパスツアーをjえて 

Gたちは�klmn�し�6jわりの

`7をoう�lmがそろっているこ

とをpqしたあと�rクラスからs

�で�-FWをXtしたり�uれv�

wしvなどがないのをpqし�
�

にKHLの��
にグループごとに

おxとおyれのz{し|}につく�

~ ��




この��には���から����	
��
�からは����が��を�

�に�ている�また����からの����が��に�われるので�����と

�����の !�"#$は%&の��'(に��として)*されたほか+����

��はサンテレビの,&の-.のニュースでも�/された�

７���たちの��

01たちの23を�4に5き6すことを7�8の9:の;<がたにお=い

している�!�"#を>?するまで

の@A��のBCについてのDE

FGがHIJKになったか+GがL

しかったか+GがMしかったかNそ

して!�に�ってのDEFインタビュー

してみてのDENをOPに01たち

に5くよう�Qしてもらい4&そのDEをもとに+9:たちとR�との�4

STのUしVいをWっている�そのUしVいは>?にあたってのXかいYZ

や%�のための[\]を^い_そうという`aではあるものの+7�8の9

:たちは!�"#が01たちにとっていかにKいインパクトをWった��で

あったか+どれほど!�の;<や�<たちにDbせずにはいられないかとい

うことをUされる�また01たちのDEcには とてもdeした$と うれ

しかった$という�fがghにiく`につくが+それが01たちのjkなD

Eであろう�������の>?4の !�に�ってみてのDE$のいくつかを

lmにnoする�また>pのDEcのqをrstu２にvQする�

wMしかったことはOxの@Aがひとにyじたときです�そのときにうな

ずいてくれたのがとてもうれしかったです�

w;<のz{でUをしてOxの@Aが|わったのがうれしくてたまりませ

んでした�}#l!で~を�せてくださったり�の��をしてください

ました�

F N��



���の��にインタビューするときはとてもきんちょうしていたけど�

��の��のときはいいやすくなってきていろいろな��に�を	せて

もらってうれしかったです


�きんちょうしてちゃんと�わるようにいうことがむずかしかったです


でもいろいろな�
�の��や���の��にしつもんしていろいろな

�えを�いて�しかった
��は�くていろんな�に�えて�しかった


���も�
�もロシア�もおしえてくださって���の��はやさしい

な�と�いました
サンキューカードをわたす��をまちがえて�くん

に�われてびっくりしました
そしてわたしなおしてすごくはずかしかっ

たです


�スペイン�で�ニーニョ�は の!��ニーナ�は"の!と#えてもら

いました
$の%にある&がおもしろかったです


��
の��イギリスの����の�などなど'が()あっても*りない

くらいすごかったです


��
��+だから�
�ばっかりやるのかと�っていたけど��,-+�

とか�./�などを01していておどろきました


�+2��の��の34は5にあるかべをたおすという6が78に9って

います
インタビューはとてもうまくいってよかったです
ぼくは��

というかべをたおし�:;が�くなったようになりました


�<=だとおもってた��がこんなに>きになった


�すごくきんちょうしました
まちがえても+�さんが#えてたすけてく

れました
#?に��にこいといわれたけどぼくはむりだと�った


���たちにいったことがつうじなかったりして�ざんねんなこともあっ

たけど�じぶんの�った��がつうじたときが@Aうれしかったです


���でおBさんおCさんといっしょにDEを	にFったことも�しかっ

た
GHをみたかったけど�ミーティングちゅうだったのでちょっとしょっ

くだったけどとってもたのしかった


I J��



８�����としての�り�り

１�に���この���の�	の
��
は�いうなれば��に�える�

������ながらにして��る�����ではないかと�う�そして��

する��が���であることにそのユニークさがある���という !"が

#つ$%&%'(を��に�きる���のために)*てている�+,たちに

とっては-.してきた/0を1う23であり�45が6されつつどきどきわ

くわくして�&を��に/0でのコミュニケーションの7�8を9かめられ

る:;である�また��キャンパスの<という=>に?@な23でABから

Cれ�グループで���と�DにEFをし�GしいHIがたくさんある�J

らはKにLったその��HIしたことをMNOすであろう�


�のPQや�R�が+,たちをSかくTえ�UVやWXのYをどかして

まで+,たちにZる23を[ったり�\]から\を�して�せたり�^
の

�つ�つに_`にaえをbえたり�また+,たちにずっとcきdってサポー

トしたり�eNができるこの����のfgは�きいと�う��この+はこ

うだから�といったhiやjklのないeNはmにどの+,にも!じように

noにpきqっている�+,たちにとって�rstやuvの�wのj�でも

ない�&が�uvをRxにkれ�Zる23を[り\yに��をしてくれると

いう:;がどれだけあるだろう��
��
�は�/0EF�としてだけで

は0ることのできないさまざまなHIをz,しているのではないか�そのH

Iが{であるかはおそらく+,たち�&�&によって |なものもあれば}

うものもあるだろうし�P~��はすぐにはあらわれるものではないかもし

れない�

�	に������の
��
のあと���あてにきた���からのV�によっ

てわかった�Sまるエピソードをdえて\�を�えたい�このV�は���

��の�P�の����からであった�
�が����wに�して�ってい

る/0EF��に�gを#たれて���wされ�+,たちが���でインタ

ビューするM+を��しておられた�その�+,たちは/0でのインタビュー

� ���



のあと����で�どうして��の�	になろうと
ったのですか��と


ねたという�インタビューを�けていた�	は���は��の���に��

があり����になるのが�だったこと�でも��に�ってから� が!く

なりその�をあきらめざるを"なくなり�それからは#�の�	になろうと

ずっと
ってきて$��で#�の�	をしていると%したそうだ�その%を

&いた��たちは
わずその'で()をしたそうである�それを*ていた+

,-.は/0の12が3える45の�きさが6に7の8にある9�の�で�

このように��の�	が:;に<�	の=)をしていること�そして<�	

が��らしい>?さで�
わず�()をしている'@を*てAがBくなった

という��CとDわる�このEFで	まれるGHいをIJするエピソードで

あろう�

この��K4はLうまでもなく���の1Mがインタビューを�けてくれ

ることが8NになってOPになるEFである�Qくの1MのR によって9

SこのEFがTUされているのは�<�Vの1MらとW�にとって�Xに�

きなYZである�あらためてR いただいた1M[\にYZの]を^べたい�

-_の��たちにとっては�`�.�のa�であるのがその�の��たちの

bcを*ているとよくわかる�４dのTUをeねた/0�$fもこのEFが

ghなくiけられるようなjkを6にlえていかなければならないとW�は

lえている�

����
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